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１．研究計画の概要 
 
本研究の目的は以下である。 
 
(１)広汎性発達障害を中心とする発達障害児
の知識構造と、その発達的変化について調べ
る 
(２)統合失調症患者における知識構造衰退の
要因について、発達障害児との比較により考
察する。 
 
(１),(２)を併せて調べることにより、発達障
害児の知識形成過と統合失調症の知識構造
衰退が、認知発達の障害や神経発達仮説に由
来する可能性を検討できると考える。 
 知識構造の評価は、語流暢性課題（Verbal 
Fluency Task; VFT）の発話データに基づく。
具体的には、カテゴリ流暢性課題（Category 
Fluency Task; CFT）と文字流暢性課題
（Letter Fluency Task; LFT））の発話語数
パタンが、健常者と同様かについて調べる。
また、CFT の発話順序データをもとに、意味
ネットワークを構築し、健常者と比較する。 

 
２．研究の進捗状況 
 
平成１８年度の交付初年時より、平成２１年
３月３１日までに以下の事柄を遂行した。 
 
(１)発達障害児童・成人について 
①広汎性発達障害、注意欠陥他動性障害児を
中心に、VFT を含む認知機能検査課題のデー
タを収集した。 
②VFT データを分析し、CFT と LFT の遂行パ
タンが健常児と異なることを明らかにした。

さらに CFT発話における意味まとまり数や大
きさが、広汎性発達障害児と注意欠陥他動性
障害児では異なる可能性を見出した。 
③高次認知機能と関わる言語表現（全称量化
表現）の理解の発達が遅れる可能性を見出し
た。 
④WCST 及び単語記憶課題を用いて、発達障害
者とその同胞において、記憶の体制化能力が
脆弱であることを明らかにした。 
 
これらの研究により、研究概要の目的(1)に挙
げた点、すなわち発達障害児の知識構造とそ
の発達的変化の様相を把握しつつある。 
 
(２)統合失調症患者について 
①非定型抗精神病薬により一定期間治療を
受けた統合失調症患者の VFTデータの収集と
整理を行った。 
②日・米・トルコ語話者の VFT データを分析
し、LFT の障害度が書記言語により異なるこ
とを明らかにした。 
 
上記事項の遂行により、研究概要の目的(2)
に挙げる、「統合失調症患者における知識構
造衰退の要因」について、基礎的事実を得つ
つある。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。特に発達障
害児童については、知識構造の特異性や記憶
体制化能力の障害傾向について、一定の知見
を得た。一方、発達障害児童と統合失調症患
者の知識構造の類似性については、今後の分
析と考察を待つ。 



 
４．今後の研究の推進方策 
 
今後以下事項について研究を進める予定で
ある。 
(1)統合失調症患者と発達障害児の CFT の発
話データ分析し、多次元尺度法やクラスタ分
析などにより、知識構造の類似性について検
討する。 
(2)統合失調症患者と発達障害児の VFT の発
話量の比較を行い、両者ともに、健常者のよ
うな CFT＞LFT パタンを示すかについて調べ
る。 
 
(1)と(2)を通して、発達障害と統合失調症に
おける高次認知機能の障害の様相を明らか
にする。同時に、両者の類似点・非類似点に
ついて、認知発達や神経発達仮説の観点から
考察する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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